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国
宝 

 

古
今
和
歌
集
（
元
永
本
）下
帖
」

 
今   
号  
の  

名   

品

東
京
国
立

博
物
館

ニ
ュ
ー
ス



　唐の第2代太
たい

宗
そう

皇帝は、王
おう

羲
ぎ

之
し

の書をこよなく愛しました。初唐の虞
ぐ

世
せい

南
なん

や
欧
おう

陽
よう

詢
じゅん

らは、王羲之らの伝統的な書法に立脚しつつ、見事な楷書の表現を確立
します。ところが第6代玄

げん

宗
そう

皇帝は、気
き

宇
う

の大きな書を好み、その影響は、従来
の書風を一変させました。この時期の書風の変化を端的に示す一例は、筆が縦
横自在に紙面を舞う、懐

かい

素
そ

の壮年の代表作、自
じ

叙
じょ

帖
じょう

でしょう。
　8世紀の後半に活躍した懐素は、幼い頃に出家して、読経のあいまに書を学び
ました。貧しくて紙が買えなかった幼少の頃には、芭蕉の葉や漆を塗った板の上
で、書の練習をしました。長じては酒を好み、酔うと狂ったように書きなぐる草書
が好評を博し、多くの名士がその書を称える文章を彼に贈りました。懐素はその
序文を顔

がん

真
しん

卿
けい

に依頼し、それらを改めて揮毫した作が自
じ

叙
じょ

帖
じょう

です。あたかも交響
曲のように千変万化する懐素の自叙帖は、後世にきわめて大きな影響を与えまし
た。一方、小

しょう

草
そう

千
せん

字
じ

文
もん

 （千
せん

金
きん

帖
じょう

）は、自叙帖とは打って変わり、最晩年にたどり着
いたいぶし銀のように枯淡な表現です。顔真卿の名筆とあわせて懐素の動と静の
世界をお楽しみください。 （富田淳）

観覧料：一般1,600円（1,400円 /1,300円）、大学生1,200円（1,000円 / 900円）、高校生900円（700
円 /600円） ＊（  ）内は前売 / 20名以上の団体料金。中学生以下無料 ＊障がい者とその介護者1名
は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください） ＊前売券は10月17日（水）～ 2019年
1月15日（火）、当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ。閉館の30分前まで）、展覧会公式サイト、
主要プレイガイドほかにて販売／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイト
https://ganshinkei.jp/

観覧料：一般1,600円（1,400円 /1,300円）、大学生1,200円（1,000円 / 900円）、高校生900円（700
円 /600円） ＊（  ）内は前売 /20名以上の団体料金。中学生以下無料 ＊障がい者とその介護者1名は
無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください） ＊前売券は2019年1月15日（火）～ 3月25日
（月）、当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ。閉館の30分前まで）、展覧会公式サイト、主要プレイガ
イドほかにて販売／お問合せ：03-5777-8600 （ハローダイヤル）／展覧会公式サイトhttps://toji2019.jp/

　東
とう

寺
じ

 （教
きょう

王
おう

護
ご

国
こく

寺
じ

）は、794年の平安京遷都に伴って創建されました。中国で
密教を修めた空

くう

海
かい

は、823年に朝廷から東寺を授かると、それを真言密教の根
本道場とします。
　密教の教えは奥深く、言葉では言い表せないので、造形物が必要であると空
海は説きます。密教美術に優れた作品が多いのはそのためです。東寺講堂の21

体の仏像を構想しましたが、それらは空海の思想を表しているといわれ、堂内に
足を踏み入れると、密教の妖しく森

しん

厳
げん

な空気に包まれます。
　本展では、東寺に伝わる空海ゆかりの作品や優れた密教美術を紹介します。
講堂からは15体の仏像が出品され、空海の思想に触れることができるはずです。
 （丸山士郎）

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。
※ は「ヒアリングループ」対応のイベントです。

特別展

「顔真卿　王羲之を超えた名筆」
顔真卿も絶賛した
変幻自在の書に注目！

特別展

「国宝 東寺－空海と仏像曼荼羅」
東寺の立体曼荼羅から、
15 体が集結！

2019年
1月16日㊌

▼
2月24日㊐
平成館

特別展示室

2019年
3月26日㊋

▼
6月2日㊐
平成館

特別展示室

関連イベント
記念講演会「顔真卿　王羲之を超えた名筆」
日時：2019年2月9日（土） 13：30～15：00  講師：富田淳（学芸企画部長）
会場：平成館大講堂  定員：380名（事前申込制、応募者多数の場合は抽選）
聴講料：無料（ただし本展覧会の観覧券が必要。使用済の半券でも可。その場合、別途当日の入館料が必要。）
申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に、（1）参加者全員（2名まで）の氏名・ふりがな、（2）代表者の郵便
番号・住所、（3）代表者の電話番号を、「返信用表面」に代表者の郵便番号・住所・氏名を明記のうえ、下記
までお申し込みください。申込先：〒107-0052 東京都港区赤坂9-1-7 赤坂レジデンシャル770  ミューズ・
ピーアール内「顔真卿展」イベント（記念講演会）係
申込締切：12月11日（火）必着　※詳細は公式サイト参照。https://ganshinkei.jp/

関連企画　
古典を受け継ぐ現代の書－世代をつなぐ筆墨の美
2019年1月16日（水）～2月24日（日）平成館企画展示室

「顔真卿展」関連企画として、現代の書家による古典に根ざした書を展示します。唐時代に普遍的な美し
さを獲得して確立した書の表現は、その後も日本や中国において古典として学ばれ続けています。古典が
枢軸となって世代をつなぐ筆墨の美の競演、ご期待ください。
※総合文化展料金で観覧可能です。

小
しょう

草
そう

千
せん

字
じ

文
もん

 （千
せん

金
きん

帖
じょう

）
懐素筆　唐時代・貞元 15年（799）頃　  
台北 國立故宮博物院寄託
一字一金と評され、「千金帖」とも呼ばれています

自
じ

叙
じょ

帖
じょう

懐素筆　唐時代・大暦 12年（777）
台北 國立故宮博物院蔵

懐素は酒を飲んで自己を開放し、
狂おしいまでの草書で胸中の想いを
吐露しました

東寺  仏
ぶつ

像
ぞう

曼
まん

荼
だ

羅
ら

  イメージ図
国宝の 11体は 360度から見られます。
圧巻の仏像曼荼羅を体感してください

In f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f

Information
特 別 展 

（部分）

（部分）
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総合文化展 ｜ 見どころ案内

定
実
も
、
後
半
の
頁
に
は
大
胆
な
散
ら

し
書
き
を
混
ぜ
て
、
全
体
と
し
て
料
紙
が

余
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
で
紹
介
す
る
頁
は
、『
古

今
和
歌
集
』巻
13（
恋
三
）の
部
分
で
す
。

1
行
目
の「
や
人
」を
み
る
と
、
墨
が
か

す
れ
な
が
ら
、
荒
々
し
く
筆
を
運
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。し
か
し
、「
於（
お
）

も
へ
と
も
人
」（
拡
大
図
版
）は
、
勢
い
よ

く
、「
於
」か
ら「
も
」に
つ
な
げ
、「
も
」

の
横
画
か
ら「
へ
と
も
人
」ま
で
一
気
に
、

美
し
い
連
綿
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
ま
す
。
定

実
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
筆
致
を
使
い
分
け

て
、
全
巻
の
中
で
あ
き
の
こ
な
い
よ
う
に

変
化
に
飛
ん
だ
筆
遣
い
を
し
た
の
で
す
。

 

（
恵
美
千
鶴
子
）

『
東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』

名
品
ス
タ
ン
プ

★
設
置
場
所

：

本
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

★
設
置
期
間

：

12
月
1
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
2
0
1
9
年
1
月
31
日（
木
）

＊
記
念
品
付
き
の「
名
品
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

   

は
終
了
し
ま
し
た
。

　「
元
永
本
」は
、『
古
今
和
歌
集
』仮
名

序
と
20
巻
全
て
を
収
め
た
原
装
丁
の
ま

ま
の
完
本
と
し
て
現
存
最
古
の
遺
品
で

す
。
上
帖
の
奥
書
に「
元
永
三
年
七
月
廿

四
日
」と
あ
る
た
め
、「
元
永
本
」と
呼
ば

れ
ま
す
。
綴て
つ

葉よ
う

装そ
う

の
冊
子
本
で
、
日
本

製
の
貴
重
な
唐か
ら

紙か
み
を
、
上
帖
は
191
枚
、
下

帖
は
196
枚
も
使
っ
て
い
ま
す
。
唐
紙
の
表

に
は
、
孔く

雀じ
ゃ
く

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

や
菱ひ
し

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

な
ど

の
文
様
15
種
が
雲き

母ら

刷ず

り
さ
れ
て
お
り
、

裏
面
に
は
染
色
さ
れ
た
上
に
金
銀
箔
が

散
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
豪
華
な

冊
子
本
が
、
完
備
し
て
残
さ
れ
て
い
る

の
は
奇
跡
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
は
、

附
属
す
る
7
通
の
添
状
か
ら
わ
か
り
ま

す
。「
元
永
本
」は
、
江
戸
時
代
に
尾
張

徳
川
家
か
ら
、
女
中
の
岡
野
と
い
う
人

物
に
渡
り
、
そ
の
後
、
古
筆
鑑
定
家
の

笠か
さ

原は
ら

祥し
ょ
う

雨う

が
加
賀
前
田
家
に
売
却
、
前

田
家
六
代
藩
主
・
吉
徳
の
代
に
家
臣
の
茨

木
兵
庫
に
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
20
年（
1
8
8
7
）頃
、
三
井
高
保

（
1
8
5
0
〜
1
9
2
2
）
が
購
入
し
、

昭
和
45
年（
1
9
7
0
）、
高
保
の
孫
に

あ
た
る
高
大
が
亡
く
な
っ
た
際
、
夫
人
が

亡
夫
の
遺
志
と
し
て「
元
永
本
」を
当
館

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
筆
者
と
推
定
さ
れ
る
藤ふ
じ

原わ
ら
の

定さ
だ

実ざ
ね（
1
0

7
7
〜
1
1
1
9
）は
、
平
安
時
代
に
能の
う

書し
ょ
と
し
て
代
々
活
躍
し
た
家
系
・
世せ

尊そ
ん

寺じ

家け

の
第
4
代
当
主
で
す
。
定
実
は
、
流

麗
な
連れ
ん

綿め
ん
を
駆
使
し
な
が
ら
、
濃
い
色
の

料
紙
は
肉
厚
な
墨
付
に
す
る
な
ど
、
そ
の

装
飾
に
合
わ
せ
た
筆
運
び
を
し
ま
し
た
。

能の
う

書し
ょ

は
料
紙
を
余
ら
せ
て
は
い
け
な
い

と
さ
れ
ま
す（
藤ふ
じ

原わ
ら
の

伊こ
れ

経つ
ね『
才さ
い

葉よ
う

抄し
ょ
う

』）が
、

「於もへとも人」　部分拡大

◉古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

 （元
げん

永
えい

本
ぼん

）下
げ

帖
じょう

  平安時代・12世紀　三井高大氏寄贈

ユリノキちゃん
東京国立博物館 公式キャラクター

トーハクくん 東京国立博物館 公式キャラクター

今   号  の 名  品  
2018年12月‐2019年1月号

国宝 古
こ

今
き ん

和
わ

歌
か

集
しゅう

 （元
げ ん

永
え い

本
ぼ ん

）下
げ

帖
じょう

2019年1月2日（水）～1月14日（月・祝） 
本館3室

美しく、貴重な料紙と名筆が織りなす奇跡

来館の記
念に

どうぞ！

3



44

お
正
月
は
、
ト
ー
ハ
ク
で
日
本
の
伝
統
に
親
し
も
う
！

ト
ー
ハ
ク
の
お
正
月
の
定
番
、
国
宝「
松
林
図
屛
風
」
が
、
2
年
ぶ
り
に
本
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
年
の
は
じ
め
を
寿
ぐ
名
品
と
、
新
年
の
干
支「
亥
」を
テ
ー
マ
に
し
た
特
集
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

和
太
鼓
や
獅
子
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
開
催
。
新
し
い
年
を
、
ト
ー
ハ
ク
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
？

博
物
館
に

初
も
う
で

　
イ
ノ
シ
シ
は
、
日
本
全
国
に
生
息
し
て

お
り
、
狩
猟
の
対
象
と
な
る
身
近
な
動
物

で
し
た
。
食
用
と
し
て
人
の
生
に
密
着
し

て
い
る
こ
と
や
多
産
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
豊
穣
を
象
徴
す
る
存
在
で
も
あ
り
ま

し
た
。
一
方
、
中
国
で
は
イ
ノ
シ
シ
と
い
う

と
ブ
タ
に
相
当
し
ま
す
が
、
ブ
タ
は
イ
ノ

シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の
で
す
。
ま
た「
猪

突
猛
進
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
前

に
突
き
進
む
猛
烈
な
勢
い
が
信
奉
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
そ
ん
な
イ
ノ
シ
シ
の

猛
進
を
連
想
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

つ
ぶ
ら
な
瞳
が
か
わ
い
い
「
野や

猪ち
ょ

」や
、
足

が
長
い
「
埴
輪 

猪
」な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

古
来
よ
り
「
イ
ノ
シ
シ
」を
身
近
に
感
じ
て

き
た
人
々
の
ま
な
ざ
し
を
ぜ
ひ
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

  猪
いのしし

図
ず

 
岸連山筆　江戸時代・19世紀　ハーディ・ウィルソン氏寄贈
全速力で駆ける猪を画面いっぱいに描いた本作は、まさに
猪突猛進の勢いを感じさせる作品

  ◎埴
はに

輪
わ

 猪
いのしし

古墳時代・6世紀　
群馬県伊勢崎市大字境
上武士字天神山出土
埴輪 馬の形にデフォル
メされた、猪の埴輪です

■ 2019年1月2日（水）
11：00／13：30　和太鼓　湯島天神白梅太鼓　本館前
12：40／15：10　獅子舞　葛西囃子中村社中　本館前

■ 2019年1月3日（木）
11：00／13：30　和太鼓　湯島天神白梅太鼓　本館前
11：50／14：20　クラリネット・コンサート　ジュリアンズ
　   　　平成館ラウンジ
12：40／15：10　獅子舞　葛西囃子中村社中　本館前
※雨天時は場所を変更、または中止になることがあります。

■いけばな
2019年1月2日（水）～14日（月・祝）
正門、本館玄関、本館大階段
池坊・蔵重伸氏

■ TNM&TOPPAN ミュージアムシアター より 
　プレゼント
2019年1月2日（水）・3日（木）
VR作品を鑑賞された方にシアター無料鑑賞券2枚とオリジナル
グッズをプレゼント。
※鑑賞には別途料金および当日の予約が必要です。
※コンテンツ等の詳細はウェブサイト（http：//www.toppan-vr.jp/

mt/）をご覧ください。

■ミュージアムショップからお年玉
2019年1月2日（水）・3日（木）
当館の全ミュージアムショップで合計2,000円以上お買い上げの
お客様、先着600名様にミュージアムグッズをプレゼント（引き渡
しは本館ミュージアムショップでのみ対応）

2019年1月2日（水）・3日（木）
美術図書バーゲンセール（本館ミュージアムショップのみ対象）

■ ホテルオークラレストラン    
　ゆりの木からプレゼント
2019年1月2日（水）・3日（木）
ゆりの木ご利用のお客様先着200名様に伊予の水引の箸置き
をプレゼント

■寛永寺根本中堂特別参拝
2019年1月2日（水）・3日（木）　10:00～15:00
根
こん

本
ぽん

中
ちゅう

堂
どう

、徳川歴代将軍の肖像画、四天王像などを公開しま
す。当館観覧券の半券（当日分）をご提示ください。散華をお
配りします。

新春イベント

  野
や

猪
ちょ

石川光明作　大正元年（1912）　石川光明氏寄贈
前足を投げ出してすわる、愛らしいイノシシの姿が活写され
ています

様
々
な
姿
の
イ
ノ
シ
シ
、
ど
れ
が
お
好
み
？

   「
博
物
館
に
初
も
う
で   

  

イ
ノ
シ
シ   勢
い
の
あ
る
年
に
」

特集

　　 

新年1月2日・3日の2日間、ご来館の先着3000名
（各日）の皆様にワークシートをお配りします。特集
「博物館に初もうで  イノシシ  勢いのある年に」を
楽しむためのワークシートの裏に、2019年カレンダ
ーがついています。ワークシートの配布は11：00から
16：00、本館2階便殿前で行います。 
※時間内でもなくなり次第終了とさせていただきます。

あけまして
おめでほー！

2019年も
どうぞよろしく
お願いします。

2019年
1月2日（水）～
1月27日（日）

本館特別1室・
特別2室

2019年
1月2日○水 ～
1月27日○日

正月
  限定！

カレンダー付き
ワークシート



55

お
正
月
は
、
と
っ
て
お
き
の
名
品
が
見
た
い
！

   
新
春

品 

紹
介

　
国
宝
「
松
林
図
屛
風
」

（
本
館
2
室  

国
宝
室
：

2
0
1
9
年
1
月
2
日

〜
1
月
14
日
）の
展
示

に
合
わ
せ
、
高
精
細
複

製
品
の
松
林
図
屛
風
を
、

映
像
と
と
も
に
じ
っ
く

り
お
楽
し
み
い
た
だ
く

展
示
で
す
。

　
こ
の
展
示
で
は
、
畳

に
座
り
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
な
し
で
、
ゆ
っ
く
り

と
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

墨
で
描
か
れ
た
松
林
図

な
ら
で
は
の
色
や
表
現

な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
屛
風
に

は
晩
冬
の
松
林
の
一
日

が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

朝
も
や
の
中
か
ら
松
林

が
浮
か
び
あ
が
り
、
太

陽
に
よ
っ
て
色
が
変
化

し
、
雪
が
降
り
積
も
り
、

夜
を
迎
え
ま
す
。
通
常

の
展
示
と
は
違
う
松
林

図
の
世
界
も
ぜ
ひ
体
験

し
て
く
だ
さ
い
。

間
近
で
松
林
図
の
世
界
を
体
感

高
精
細
複
製
品
に
よ
る

あ
た
ら
し
い
屛
風
体
験

―
松
林
図
屛
風
―

本
館
特
別
4
室

2
0
1
9
年
1
月
2
日（
水
）▼ 

2
月
3
日（
日
）

  

  

 
◉松

しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　
安土桃山時代・16世紀　
本館2室　
2019年1月2日（水）～1月14日（月・祝）
墨の濃淡だけで、木々が織りなす光と風の情
景が生みだされています

  ◉片
かた

輪
わ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

手
て

箱
ばこ

 平安時代・12世紀
 本館12室　2019年1月2日（水）～3月31日（日）
 蒔絵と螺鈿を用いて無数の車輪を描き、内面には金・銀の研 
 出蒔絵で草花や飛鳥を散らしています

上杉家伝来　江戸時代・18世紀
本館9室　
2019年1月2日（水）～  2月24日（日）
『源氏物語』「夕顔」の巻を表した
優雅な女性役の装束

  唐
から

織
おり

 緑
みどり

紅
べに

茶
ちゃ

段
だん

青
せい

海
がい

波
は

  
 花

はな

熨
の

斗
し

扇
おうぎ

夕
ゆう

顔
がお

模
も

様
よう

 

  ◎色
いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

 
仁清　江戸時代・17世紀
本館13室　
2019年1月2日（水）～3月17日（日）
仁清得意の轆

ろく

轤
ろ

技術と、見事な
構図の月梅図が見どころの優品

  

（右隻）

  冨
ふ

嶽
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

・凱
がい

風
ふう

快
かい

晴
せい

 
 葛飾北斎筆　江戸時代・19世紀
 本館10室　2019年1月2日（水）～1月27日（日）
 夏快晴の朝、赤く染まった富士山の威容が姿を現しています

 

映像のイメージ ©Prototype.inc

トーハクの
お正月といえば
やっぱこれだほ！



　「
仏
像
を
洗
っ
て
さ
し
あ
げ
た
と
こ
ろ

台
座
の
紙
が
は
が
れ
、
中
か
ら
小
判

で
五
十
両
出
て
ま
い
っ
た
！
」  

 

（
落
語「
井
戸
の
茶
碗
」よ
り
）

　
大
判
・
小
判
は
近
世
を
通
じ
て
使
用

さ
れ
た
金
貨
で
、
幕
府
の
管
理
の
も
と
、

あ
る
決
ま
っ
た
形
式
に
の
っ
と
り
製
造
さ

れ
ま
し
た
。
規
格
化
さ
れ
た
金
貨
と
し

て
の
大
判
は
天
正
16
年（
1
5
8
8
）豊

臣
秀
吉
が
作
ら
せ
た「
天
正
大
判
」に
始

ま
り
ま
す
。
小
判
は
こ
れ
に
遅
れ
、
大

判
の
形
式
に
な
ら
う
形
で
、
慶
長
6
年

（
1
6
0
1
）頃
徳
川
家
康
が
作
ら
せ
た

「
慶
長
小
判
」が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

た
だ
小
判
は
実
際
に
流
通
し
た
の
に
対

し
、
大
判
は
贈
答
用
な
ど
に
使
わ
れ
ま

し
た
。
当
館
に
は
2
0
0
2
年
に
大
川

功
氏
よ
り
一
括
寄
贈
を
受
け
た
、
貨
幣

の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
本

特
集
で
は
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
大

判
小
判
を
よ
り
す
ぐ
り
展
示
し
ま
す
。

本
物
の「
山
吹
色
」の
輝
き
、
独
特
の
形

式
美
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

（
伊
藤
信
二
）

東洋館 8室

2019年1月2日 ○水
▼

3月3日 ○日

本館 14室

2019年1月2日 ○水
▼

2月3日 ○日

  

書
聖 

王お
う

羲ぎ

之し

が
活
躍
し
た
東
晋
時
代

（
3
1
7
〜
4
2
0
）に
続
く
南
北
朝
時

代（
4
3
9
〜
5
8
9
）、南
に
は
漢
民
族
、

北
に
は
異
民
族
に
よ
る
王
朝
が
並
立
し
ま

し
た
。
王
羲
之
、
王お
う

献け
ん

之し

親
子
の
書
を
継

承
す
る
流
麗
な
南
朝
の
書
と
、
異
民
族
に

よ
る
雄
壮
な
北
朝
の
書
は
、
相
互
に
影
響

を
与
え
合
い
な
が
ら
発
展
し
、
隋（
5
8
1

〜
6
1
8
）に
よ
る
南
北
の
統
一
に
よ
っ

て
端
正
で
美
し
い
楷
書
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
唐
時
代（
6
1
8
〜
9
0
7
）

に
は
洗
練
さ
れ
た
書
に
至
り
ま
す
。
本

特
集
で
は
、
中
国
で
書
法
が
最
高
潮
に

到
達
し
た
東
晋
と
唐
の
架
け
橋
と
な
る

時
代
に
焦
点
を
あ
て
、
石
碑
の
拓
本
や

法ほ
う

帖じ
ょ
う、

そ
し
て
当
時
の
肉
筆
か
ら
、
書

の
流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
台
東
区
立

書
道
博
物
館
と
の
連
携
企
画
第
16
弾
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
（
六
人
部
克
典
）

力強さは平和への思い
国家の平安を願い、魏

ぎ

霊
れい

蔵
ぞう

らが釈迦像一躯を作る経緯
を刻したものです。雄強な表現の書で、龍

りゅう

門
もん

造
ぞう

像
ぞう

記
き

の
なかで上品4つのうちの1つに数えられます

超貴重な大判！
下縁の桐紋極

ごく

印
いん

の枠が菱形
なのでこの名があります。
現存例は世界にわずか
6点とも

華麗なる一族の書
王羲之と同族の子孫の王慈も
また、能書として知られます。
この手紙にみられる華麗な字
姿には、王羲之の子の王献之
の影響が見られます

ダイナミックな墨判！
「拾（十）両  後藤（花押）」の墨

すみ

判
はん

。
金工の後藤家が製造を
担いました

表面の金薄板は
なんと、厚さ１ミリ！
「壱（一）両」「光次（花押）」の
極印。後

ご

藤
とう

光
みつ

次
つぐ

が最初に小判
を作ったとされます

魏
ぎ

霊
れい

蔵
ぞう

造
ぞう

像
ぞう

記
き

中国　北魏時代・5世紀　
今泉雄作氏寄贈

草
そう

書
しょ

栢
はく

酒
しゅ

帖
じょう

王
おう

慈
じ

筆　
中国　斉時代・6世紀　
高島菊次郎氏寄贈

天
てん

正
しょう

菱
ひし

大
おお

判
ばん

安土桃山時代・
天正16年（1588）　
大川功氏寄贈

享
きょう

保
ほう

大
おお

判
ばん

江戸時代・
享保10～11年
（1725-26）　
大川功氏寄贈

慶
けい

長
ちょう

小
こ

判
ばん

安土桃山～江戸時代・慶長 6頃～元禄 8年
（1601頃 -1695）　大川功氏寄贈

楷
書
が
完
成
す
る
ま
で
の
流
れ
を
た
ど
る

山
吹
色
に
輝
く
金
貨
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

特
集 

王お

う

羲ぎ

之し

書し

ょ

法ほ

う

の
残ざ

ん

影え

い

   
―
唐と

う

時じ

代だ

い

へ
の
道み

ち

程の

り

―

特
集 

大お

お

判ば

ん

と
小こ

判ば

ん

南朝と北朝の融合
僧
そう

伽
か だ

経
きょう

という仏典の写本の一部です。南北両朝の書法
が融合した隋時代の肉筆として貴重で、字姿には整った
造形美が見られます

僧
そう

伽
か だ

経
きょう

巻
かん

第
だい

二
に

　中国　隋時代・大業12年（616）　
東京・台東区立書道博物館蔵（中村不折コレクション）

（部分）

（部分）

6

総合文化展 ｜ 見どころ案内



本
館

本
館

本
館

本
館

　
古
来
よ
り
、馬
は
軍
事
、輸
送
、伝
達
、農

耕
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
用
い
ら
れ
た

貴
重
な
家
畜
で
す
。
そ
の
た
め
、
馬
の
病
気

や
怪
我
を
ケ
ア
す
る
専
門
の
医
者
も
存
在
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
絵
巻
は
馬
の
医
者
の
秘
伝
書
と
し
て

伝
わ
っ
た
作
品
で
す
。
古
の
中
国
、
日
本
の

馬
の
守
護
神
や
名
医
、
著
名
な
名
馬
の
姿
と

と
も
に
、
馬
に
用
い
る
薬
草
を
、
鎌
倉
時
代

に
流
行
し
た
ス
ケ
ッ
チ
風
の
「
似に
せ
え絵
」
の
描

法
で
描
き
ま
す
。

　
奥
書
に
は
、こ
の
巻
物
を
他
見
し
て
は
な
ら

な
い
と
あ
り
ま
す
が
、今
な
ら
こ
の
秘
密
の
絵

巻
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
数
十
年
ぶ
り

の
公
開
と
な
る
個

人
蔵
の
馬
医
草
紙

断
簡
も
あ
わ
せ
て

ご
覧
下
さ
い
。

 

（
土
屋
貴
裕
）

　
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
あ
り
、
鎹か

す
が
い

で
留
め
て

あ
り
ま
す
。
傷
物
と
い
え
ば
、
普
通
は
価
値

が
下
が
る
も
の
。
し
か
し
、
こ
の
茶
碗
の
場

合
、
修
理
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

い
っ
そ
う
名
声
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
茶
碗
に
は
江
戸
時
代
の
儒
学
者 

伊
藤

東と
う

涯が
い（
1
6
7
0
〜
1
7
3
6
）が
著
し
た

『
馬ば

蝗こ
う

絆は
ん

茶さ

甌お
う

記き

』が
添
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
る
と
、室
町
幕
府
八
代
将
軍 

足
利
義
政

（
1
4
3
6
〜
9 

0
）
が
所
持
し
て
い
た
お

り
、ひ
び
割
れ
が
あ
っ
た
た
め
、中
国
に
送
っ

て
こ
れ
に
代
わ
る
物
を
求
め
た
と
こ
ろ
、こ
れ

ほ
ど
の
物
は
も
は
や
手
に
入
ら
な
い
と
、鎹
で

修
理
し
て
丁
重
に
送
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
茶
碗
の
由
緒
来
歴
と
評
価
の
高
さ
を
物

語
る
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。（
今
井
敦
）

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
鳥
取
藩
の
御
用

絵
師 

土
方
稲
嶺
筆
と
伝
え
ら
れ
る
、
お
正

月
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
祥
尽
く
し
の
作
品
で

す
。
大
き
な
松
の
下
に
寿
老
人
と
唐
子
、
白

鹿
と
い
う
吉
祥
画
題
が
描
か
れ
て
い
る
の
は

す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
も
う
少
し
細
か
く
画

面
を
見
る
と
、
寿
老
人
が
広
げ
て
い
る
掛
軸

に
は
竹
と
鶴
が
、
唐
子
が
持
つ
団
扇
に
は
梅

が
描
か
れ
松
竹
梅
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
さ
ら
に
よ
く
見
て
み
る
と
、
唐

子
は
長
寿
を
意
味
す
る
霊れ
い

芝し

も
持
っ
て
い
ま

す
。き
っ
と
当
時
こ
の
作
品
を
見
た
人
々
も
、

「
こ
こ
に
も
！
」と
言
い
な
が
ら
楽
し
く
お
め

で
た
い
図
様
を
探
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
縁
起
の
よ
い
作
品
を
、
年
の

初
め
に
ぜ
ひ
展
示
室
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
大
橋
美
織
）

　
往
生
者
を
迎
え
る
と
き
来ら
い

迎ご
う

印い
ん

を
両
手
に

結
ぶ
、
阿
弥
陀
如
来
像
。
鎌
倉
時
代
以
降
、

三
尺（
約 

90
セ
ン
チ
）
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ

ら
わ
す
立
像
が
盛
ん
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
早

く
迎
え
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
人
び
と
の
願

い
を
表
わ
す
よ
う
に
、
前
傾
す
る
姿
勢
も
特

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
本
像
は
頭
部
内
に
記
さ

れ
た
墨
書
に
よ
り
、正
嘉
3
年（
1
2
5
9
）

に
、
真し
ん

観か
ん

法
師
が
施
主
と
な
り
、
父
母
の
悟

り
な
ど
を
願
っ
て
当
時
21
歳
だ
っ
た
永
仙
と

い
う
仏
師
に
造
ら
せ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
だ
若
か
っ
た
た
め
か
、
顔
の
表
情
が

少
し
固
く
、
着
衣
の
理
解
に
不
十
分
な
点
も

見
ら
れ
ま
す
が
、
真
面
目
に
仕
事
へ
取
り
組

む
様
子
が
彷
彿
と
さ
れ
ま
す
。 （
西
木
政
統
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内
総合文化展 ピックアップ !

◎馬
ば

医
い

草
そう

紙
し

鎌倉時代・文永4年
（1267）

巻頭は麒
きり ん

麟と満
みつしお

塩
という名の馬。足
元にはまぐさも見
えます

寿
じゅ

老
ろう

・牡
ぼ

丹
たん

に猫
ねこ

・
芙
ふ

蓉
よう

に猫
ねこ

図
ず

伝土方稲嶺筆　
江戸時代・18世紀
寿老人と唐子、 
松竹梅や白鹿・鶴・
霊芝が描かれた 
吉祥尽くしの作品

◎阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

永
えい

仙
せん

作　
鎌倉時代・  正
正嘉3年（1259）
安田善次郎氏寄贈
袈裟に施された、金
箔を細く切って貼り
付けた截

きり

金
かね

文様にも
ご注目ください

◎青
せい

磁
じ

輪
りん

花
か

碗
わん

 銘 馬
ば

蝗
こう

絆
はん

中国・龍泉窯　南宋時代・13世紀 
三井高大氏寄贈
端整な器形と澄んだ青緑色の美しい
釉色にももちろん注目

（部分）

（寿
じゅ

老
ろう

図
ず

）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

7

年
1
月
2
日（
水
）〜
2
月
3
日（
日
）

3
室

　
宮
廷
の
美
術

年
1
月
2
日（
水
）〜
3
月
31
日（
日
）

4
室

　
茶
の
美
術

年
1
月
2
日（
水
）〜
2
月
3
日（
日
）

8
室

　
書
画
の
展
開

〜

年
1
月
20
日（
日
）

11
室

　
彫
刻

秘
密
の
絵
巻
を
見
ら
れ
ま
す

ひ
び
が
入
っ
て
も
な
お
美
し
い

お
正
月
な
ら
で
は
の
図
様

若
い
仏
師
が
作
る
仏
像

重
文
　
馬ば

医い

草そ
う

紙し

重
文
　
青せ

い

磁じ

輪り
ん

花か

碗わ
ん銘 

馬ば

蝗こ
う

絆は
ん

寿じ
ゅ

老ろ
う

・
牡ぼ

丹た
ん

に
猫ね

こ

・
芙ふ

蓉よ
う

に
猫ね

こ

図ず

重
文
　
阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

立り
ゅ
う

像ぞ
う



東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

東
洋
館

　
厳
寒
の
中
、緑
を
保
つ
松
と
竹
、そ
し
て
他

に
先
駆
け
て
花
開
く
梅
は
、高
潔
な
人
物
の
友

に
ふ
さ
わ
し
い「
歳
寒
三
友
」と
称
え
ら
れ
ま

し
た
。
文
人
画
家
は
、こ
れ
ら
を
好
ん
で
画
題

に
選
び
、筆
墨
の
美
し
さ
を
強
調
し
て
表
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、松
は
不
老
長
寿
、竹
は
平
安
、

梅
は
子
孫
繁
栄
、と
い
う
よ
う
に
、歳
寒
三
友

は
、め
で
た
い
植
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、し
ば
し
ば
他
の
吉
祥
モ
チ
ー
フ
と
組
み

合
わ
さ
れ
、色
彩
豊
か
に
描
か
れ
て
も
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
っ
て
、松
・
竹
・
梅
を
中
心
に
し

た
吉
祥
画
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
植
松
瑞
希
）

ご
と
に
画
像
両
側
に
あ
る
よ
う
な
小
ぶ
り
の

辻つ
じ

金か
な

具ぐ

を
取
り
付
け
た
の
で
す
。
あ
ら
た
め

て
雲
珠
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
上
面
に
蓮
弁

を
ぐ
る
り
と
配
し
、
茎く
き

に
見
立
て
た
鉄
心
を

挿さ

し
て
、
先
端
に
蓮
の
つ
ぼ
み
を
あ
し
ら
っ

て
い
ま
す
。
胴
部
に
は
龍
。
画
面
い
っ
ぱ
い

に
疾
駆
す
る
姿
は
力
強
く
、ま
た
切
れ
味
す

る
ど
い
稜
線
が
織
り
な
す
そ
の
造
形
は
清
々

し
く
も
あ
り
ま
す
。 

（
市
元
塁
）

　
金
色
に
輝
く
装

身
具
で
馬
を
飾
り

立
て
る
文
化
は
、

朝
鮮
半
島
で
は
統

一
新
羅
時
代
に
か

け
て
絶
頂
期
に

至
り
ま
す
。

画
像
中

央
の
大
ぶ
り
の

金
具
を
雲う

珠ず

と
い

い
、
馬
の
腰
の
て

っ
ぺ
ん
に
と
り
つ

け
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
帯
を
数
条
派

生
さ
せ
て
、
要
所

　
ア
ラ
バ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
石
材
で
作
ら

れ
た
板
状
の
小
像
で
、頭
部
に
は
、目
だ
け
が

強
調
し
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
眼
の
偶
像
」

は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
都
市
化
が
進
展
し
た
後

期
銅
石
器
時
代（
前
4
千
年
紀
）に
盛
ん
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
一
般
に
神
へ
の
奉
納
物
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
人
々
が
祈
り
と
と
も
に
神
殿

に
納
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
北
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア（
現
在
の
シ
リ
ア
）の
都

市
遺
跡
テ
ル
・
ブ
ラ
ク
で
は
、
1
9
3
7

〜
３
８
年
に
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
小
像
が
千

点
以
上
も
出
土
し
ま
し
た
。
発
掘
を
指
揮
し

た
考
古
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
マ
ロ
ワ
ン
が
こ
れ

を「
眼
の
偶
像
」と
呼
び
、現
在
で
も
そ
れ
が

通
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。 （
小
野
塚
拓
造
）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

　
あ
れ
？
鳳ほ
う

凰お
う

の
頭
の
形
を
し
た
蓋
が
な
い
。

　
ト
ー
ハ
ク
通
の
皆
様
な
ら
お
気
づ
き
の
は

ず
。
こ
ち
ら
は
、
横
河
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名

品
と
し
て
知
ら
れ
る
重
要
文
化
財
「
白
磁
水

注
」で
す
。
蓋
を
外
し
て
み
る
と
、注
器
で
あ

る
形
が
よ
り
強
く
印
象
に
残
り
ま
す
ね
。

　
今
回
の
特
集
は
、
磁
器
生
産
を
自じ

家か

薬や
く

篭ろ
う

中ち
ゅ
う

の
も
の
と
し
た
中
国
に
お
い
て
、
白
磁
が

ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
展
開
し
た
の
か
と
い

う
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
隋
、
初
唐

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
貴
重
な
「
初
期
白
磁
」

の
作
例
を
公
益
財
団
法
人
常
盤
山
文
庫
所
蔵

品
と
当
館
所
蔵
品
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
、

紹
介
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

（
三
笠
景
子
）

「眼
め

の偶
ぐう

像
ぞう

」
後期銅石器時代（3期）・
前3800～前3600年頃
シリア、テル・ブラク出土　古澤静子氏寄贈

神への奉納物か。文明揺籃期の宗教行為の
一端を伝えています

◎白
はく

磁
じ

水
すい

注
ちゅう

中国    
初唐・7世紀　
横河民輔寄贈

釉はほぼ剝落していますが、当初はガラス
のようなつやを放っていたと推測されます

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

図
ず

周
しゅう

愈
ゆ

筆
中国　清時代・ 
同治13年（1874）
周愈は明治時代に来日し
ていた画家で、中国語教
師も務めていました

金
こん

銅
どう

龍
りゅう

文
もん

透
すかし

彫
ぼり

雲
う

珠
ず

・金
こん

銅
どう

辻
つじ

金
かな

具
ぐ

統一新羅時代・7世紀　伝韓国陜川出土
小倉コレクション保存会寄贈
大部分が錆に覆われていますが、かつては金色に輝いていました

総合文化展 ｜ 見どころ案内

8

年
1
月
2
日（
水
）〜
2
月
11
日（
月
・
祝
）

8
室

　
中
国
の
絵
画

〜

年
4
月
21
日（
日
）

10
室

　
朝
鮮
の
王
た
ち
の
興
亡

年
1
月
2
日（
水
）〜
4
月
21
日（
日
）

5
室

　
墳
墓
の
世
界

〜

年
1
月
14
日（
月
・
祝
）

3
室

　
西
ア
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
の
美
術

お
め
で
た
い
モ
チ
ー
フ
い
ろ
い
ろ

龍
を
あ
し
ら
う
豪
華
な
装
身
具

初
期
の
白
磁
、
選
り
す
ぐ
り
の

名
品
が
勢
ぞ
ろ
い

ユ
ニ
ー
ク
な
造
形
が
目
を
ひ
く

「
吉き

っ

祥し
ょ
う

―
歳さ

い

寒か
ん

三さ
ん

友ゆ
う

を
中
心
に
―
」

金こ
ん

銅ど
う

龍り
ゅ
う

文も
ん

透す
か
し

彫ぼ
り

雲う

珠ず

・

金こ
ん

銅ど
う

辻つ
じ

金か
な

具ぐ

特
集
　
白は

く

磁じ

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

と
展て

ん

開か
い

「
眼め

の
偶ぐ

う

像ぞ
う

」



法
隆
寺
宝
物
館

平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館
　

　
今
回
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
正
倉
院
伝
来

の
染
織
品
か
ら
、天
蓋
の
残ざ
ん

欠け
つ

を
展
示
し
ま

す
。
天
蓋
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
日
除
け
傘
を

起
源
と
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
尊
い
人
々
が

い
る
目
印
と
し
て
、
儀
礼
の
場
を
飾
る
荘し
ょ
う

厳ご
ん

に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
古
代
日
本
の
場

合
は
主
に
平
面
が
正
方
形
で
、四
辺
に
は
逆

三
角
形
の
飾
り
が
並
ぶ
よ
う
に
取
り
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
形
は
7
世
紀
後
半
か
ら
8

世
紀
半
ば
に
か
け
て
徐
々
に
変
化
し
て
い
き

ま
し
た
。
法
隆
寺
伝
来
の
作
品（
①
）を
み
る

と
鋭
角
で
す
が
、正
倉
院
伝
来
の
作
品（
②
）

で
は
蓮
の
花
弁
の
よ
う
な
形
や
、四
角
に
近

い
も
の（
③
）が
見
ら
れ
ま
す
。 （
三
田
覚
之
）

　
明
治
26
年
夏
、
9
年
に
お
よ
ぶ
フ
ラ
ン
ス

留
学
よ
り
帰
国
し
た
黒く
ろ

田だ

清せ
い

輝き

は
、
そ
の
年

の
秋
に
京
都
に
滞
在
し
ま
す
。
東
京
育
ち
の

黒
田
に
と
っ
て
京
都
は
初
め
て
の
地
だ
っ
た

こ
と
に
く
わ
え
、
な
が
ら
く
日
本
を
離
れ
て

い
た
彼
の
眼
に
は
、
京
都
の
風
俗
が
二
重
の

意
味
で
新
奇
に
う
つ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
舞
妓
の
着
物
を
描
く
に
あ
た
り
、
黒
田
は

赤
や
黄
、
朱
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の

タ
ッ
チ
を
散
ら
し
な
が
ら
、
そ
の
柄
を
表
現

し
ま
し
た
。
留
学
中
に
は
取
り
組
む
こ
と
の

な
か
っ
た
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
、
色
彩
豊
か
な

画
面
か
ら
は
、
日
本
の
洋
画
檀
を
刷
新
し
よ

う
と
す
る
黒
田
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
塩
谷
純
）

　
経
塚
と
は
、仏
教
の
末ま

っ

法ぽ
う
思し

想そ
う
の
考
え
に
も

と
づ
い
て
、写し
ゃ

経き
ょ
う

し
た
経き
ょ
う

典て
ん

を
経き
ょ
う

筒づ
つ

に
入
れ
、

未
来
へ
守
り
伝
え
る
た
め
に
地
中
に
納
め
た

遺
跡
で
す
。
経
筒
以
外
に
も
合ご
う
子す

や
刀と
う

子す

、銅ど
う

銭せ
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
一
緒
に
納
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
今
回
は
鏡
に
注
目
。

経
塚
が
作
り
始
め
ら
れ
る
平
安
時
代
に
は
い

わ
ゆ
る
国こ
く
風ふ
う

文ぶ
ん
化か

が
広
ま
り
、鏡
に
も
桜
や
松

な
ど
日
本
の
自
然
の
情
景
が
あ
り
の
ま
ま
に

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、経
塚

に
副ふ
く

納の
う
さ
れ
る
鏡
に
は
、墨ぼ
く

書し
ょ
に
よ
る
銘
文
や

線せ
ん

刻こ
く
に
よ
る
図
像
が
刻
ま
れ
た
り
、経
筒
の
底そ
こ

板い
た

と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、本
来
の

用
途
と
は
異
な
る
使
わ
れ
方
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う
鏡
の
姿
を
、ぜ

ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
飯
田
茂
雄
）

①：赤
あか

地
じ

葡
ぶ

萄
どう

唐
から

草
くさ

文
もん

綾
あや

天
てん

蓋
がい

垂
すい

飾
しょく

　　飛鳥～奈良時代・7～8世紀

②：黄
き

地
じ

唐
から

花
はな

文
もん

錦
にしき

天
てん

蓋
がい

垂
すい

飾
しょく

③：赤
あか

茶
ちゃ

地
じ

霞
かすみ

襷
だすき

鳥
とり

文
もん

﨟
ろう

纈
けち

平
へい

絹
けん

天
てん

蓋
がい

垂
すい

飾
しょく

　　以上2件　正倉院伝来　奈良時代・8世紀
　　美しい古代日本の染織美術をご覧ください

総合文化展 ｜ 見どころ案内

総合文化展 ピックアップ !

10 0 0 年後の未来に     バトンタッチ！
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特
別
展
「
顔
真
卿　

王
羲
之
を
超
え
た
名

筆
」
で
は
、
超
大
型

の
掛
軸「
紀き

泰た
い

山ぜ
ん

銘め
い

」

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
は
百
年
以

上
展
示
さ
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
た
め
、

安
全
に
展
示
で
き
る

か
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
分
析
機
器

メ
ー
カ
ー
か
ら
お
借
り
し
た
ポ
ー
タ
ブ

ル
・
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
受
光
器
を
収
蔵
庫
に

持
ち
込
み
、
作
品
を
吊
る
す
紐ひ

も

と
金
具
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
箇
所
の
構
造
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
金
具
の
構

造
や
サ
ビ
の
有
無
な
ど
が
確
認
で
き
、
展

示
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
と
判
断
し
て
、
今

回
展
示
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
展
示

前
に
作
品
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
を
検
討

し
、
解
消
し
て
か
ら
展
示
す
る
こ
と
で
、

作
品
を
末
永
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

（
荒
木
臣
紀
）

線
せん

刻
こく

中
ちゅう

台
だい

八
はち

葉
よう

院
いん

鏡
きょう

像
ぞう

（唐
とう

花
か

鏡
きょう

）
岡山県高梁市 マゴロ山経塚出土
平安時代・11世紀
胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

の中心である中台八葉院が
線刻されています

Ｘ線撮影による、
展示前の確認調査

①②③

軸上部に付いて
いる半月形の木
に金具が取り付
けられ、紐 が
通っています

撮影の結果、金
具（矢印）がしっ
かりと固定され
ていることが判
明しました
画像提供：  
株式会社リガク

◎舞妓
黒田清輝筆　明治26年（1893）
京都祇園の舞妓がモデル。鴨川の流れを背に、
華やかな姿を描き出しています

（部分）

総合文化展 ｜ 見どころ案内

9

年
1
月
2
日（
水
）〜
1
月
27
日（
日
）

第
6
室

年
1
月
2
日（
水
）〜
1
月
14
日（
月
・
祝
）

特
別
室

年
1
月
2
日（
水
）〜
5
月
26
日（
日
）

考
古
展
示
室

デ
ザ
イ
ン
の
変
遷
に
注
目

後
の
洋
画
壇
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
名
作

鏡
の
多
様
な
あ
り
方

染
織
―
絹き

ぬ

傘が
さ

と
古
代
の
天て

ん

蓋が
い

重
文
　
舞ま

い

妓こ

経き
ょ
う

塚づ
か

出し
ゅ
つ

土ど

の
鏡



4

10

1-1

1-2

3-15・6

3-3

2

8-1

3-2

7

2019年1/2㊌-6/23㊐

埴
はに わ

輪　踊
おど

る人
ひと

々
びと

埼玉県熊谷市 野原古墳出土
古墳時代・6世紀
片手を挙げて踊る人物埴
輪。馬の手綱を曳く可能性
も指摘されています

壺
つぼ

形
がた

土
ど

器
き

茨城県日立市十王町 十王台遺跡出土
弥生時代（後期）・1～3世紀　個人蔵

総合文化展 ｜ 見どころ案内

2019年1/2㊌-4/21㊐

◎金
こん

銅
どう

鉢
はち

　
奈良時代・8世紀

◎刀
かたな

　無
む

銘
めい

 伝
でん

長
おさ

船
ふね

元
もと

重
しげ

南北朝時代・14世紀
徳川家康の次男 結城秀康が用いたもので、鞘は鮮やか
な朱漆としています

◎朱
しゅ

漆
うるしの

打
うち

刀
がたな

（◎刀
かたな

　無
む

銘
めい

 伝
でん

長
おさ

船
ふね

元
もと

重
しげ

の拵
こしらえ

）
安土桃山～江戸時代・16～17世紀

2019年1/2㊌-2/3㊐

賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

断
だん

簡
かん

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆　奈良時代・8世紀　
筒井邦子氏寄贈
「大聖武」と称される雄渾な書風の『賢愚経』
断簡です

2019年1/2㊌-2/3㊐

◎馬
ば

医
い

草
そう

紙
し

鎌倉時代・文永4年（1267）
世にも珍しい馬の医者の秘伝書。有名な馬医や名馬、
薬草の図を表しています　→7ページ

2019年1/2㊌-2/3㊐

◎布
ほ

袋
てい

図
ず

　狩野正信筆　景徐周麟賛
室町時代・15世紀　文化庁蔵
弥勒の化身ともいわれた布袋がとても平俗
な姿で描かれています

2019年1/2㊌-3/31㊐

祥
しょん

瑞
ずい

茄
な

子
す

香
こう

合
ごう

中国・景徳鎮窯
明時代・17世紀　
広田松繁氏寄贈

2019年1/2㊌-2/3㊐

紅
こう

白
はく

梅
ばい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

　江戸時代・17世紀　東京・高林寺蔵

金地の背景に鋭い枝振りの紅白梅と仲睦まじい鳥を
描いた華やかな一作

-2019年1/27㊐

群
ぐん

鶴
かく

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

　
江戸時代・18世紀　松永安左エ門氏寄贈

千年生きると
いう鶴が群れ
をなす、おめ
でたい図柄を
描いた華やか
な一作

色
いろ

絵
え

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

文
もん

瓶
へい

　
伊万里　江戸時代・17世紀

松
しょう

竹
ちく

梅
ばい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野常信筆　江戸時代・17世紀　京都・知恩院蔵

2019年1/2㊌-3/10㊐

白
しろ

糸
いと

威
おどし

胴
どう

丸
まる

具
ぐ

足
そく

江戸時代・17世紀

虎
こ

林
りん

字
じ

号
ごう

  徹翁義亨筆  南北朝時代・14世紀

青
せい

磁
じ

尊
そん

形
がた

花
はな

入
いれ

中国･龍泉窯　毛利家伝来　
南宋～元時代・13世紀
南宋から元時代にかけて隆盛した中国
龍泉窯の青磁。戦国大名の雄、毛利家
に伝わりました

貫
つら

之
ゆき

集
しゅう

断
だん

簡
かん

（自
じ

家
か

集
しゅう

切
ぎれ

） 
伝紀貫之筆　平安時代・10世紀
森田竹華氏寄贈
万葉仮名を草書にした古い書体である
草仮名で記されています

2019年1/2㊌-1/14㊊・㊗

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　安土桃山時代・16世紀　→5ページ

2019年1/16㊌-2/11㊊・㊗

◉延
えん

喜
ぎ

式
しき

　巻
まき

一
いち

　 平安時代・11世紀

2019年1/2㊌-2/3㊐

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

二
に

十
じゅう

八
はち

部
ぶ

衆
しゅう

像
ぞう

鎌倉時代・13世紀
広田松繁氏寄贈

◎准
じゅん

胝
てい

仏
ぶつ

母
も

像
ぞう

平安時代・12世紀
密教像らしい多臂の官能的
な姿が印象的です

律令の施行細則
である式の集大
成。まとまった
写本として現存
最古のものです

（部分）

（部分）

（部分）

（部分）

（左隻）

4

3-1

3-2

3-3

2

13-1

13-2

13-3

12

14

1-1： 日本美術のあけぼの―縄文・弥生・古墳
1-2： 仏教の興隆―飛鳥・奈良  

2： 国宝室  

3-1： 仏教の美術―平安～室町  

3-2： 宮廷の美術―平安～室町
3-3： 禅と水墨画―鎌倉～室町
4： 茶の美術  

5・6： 武士の装い―平安～江戸
7： 屛風と襖絵―安土桃山・江戸
8-1： 暮らしの調度―安土桃山・江戸
8-2： 書画の展開―安土桃山・江戸
9： 能と歌舞伎
10： 浮世絵と衣装―江戸

11： 彫刻  

12： 漆工  

13-1： 金工  

13-2： 刀剣  

13-3： 陶磁
14： 特集
15： 歴史の記録  

16： アイヌと琉球  

（17： 保存と修理）
18： 近代の美術  

本館 2 F: 1~10

 示案内
～1月］

します。



11

13-1

11 8-215 

16 

18 

14

9

10 
浮世絵

13-2

13-3

10 
衣装

12 

総合文化展 ｜ 見どころ案内

2019年1/2㊌-1/27㊐

冨
ふ

嶽
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

・凱
がい

風
ふう

快
かい

晴
せい

葛飾北斎筆　
江戸時代・19世紀
→5ページ

美
び

人
じん

見
み

立
たて

曽
そ

我
が

の対
たい

面
めん

喜多川歌麿筆　
江戸時代・18世紀
当時の有名な美人たちを、
仇討ちで著名な「曽我の対面」
に見立てた作品

寿
じゅ

老
ろう

・牡
ぼ

丹
たん

に猫
ねこ

・芙
ふ

蓉
よう

に猫
ねこ

図
ず

伝土方稲嶺筆
江戸時代・18世紀
→7ページ

唐
から

織
おり

緑
みどり

紅
べに

茶
ちゃ

段
だん

青
せい

海
がい

波
は

花
はな

熨
の

斗
し

扇
おうぎ

夕
ゆう

顔
がお

模
も

様
よう

上杉家伝来 江戸時代・18世紀  →5ページ

2019年1/2㊌-2/24㊐

厚
あつ

板
いた

 藍
あい

茶
ちゃ

段
だん

立
たて

涌
わく

笹
ささ

萩
はぎ

模
も

様
よう

　
江戸時代・18世紀

2019年1/2㊌-2/24㊐

小
こ

袖
そで

 紅
べに

綸
りん

子
ず

地
じ

桐
とう

樹
じゅ

鳳
ほう

凰
おう

模
も

様
よう

-2019年1/20㊐

◎阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

　
永仙作　
鎌倉時代・正嘉3年（1259）　
安田善次郎氏寄贈　→7ページ

-12/25㊋

◉桐
きり

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

及
およ

び内
ない

容
よう

品
ひん

　
南北朝時代・明徳元年（1390）奉納
和歌山・熊野速玉大社蔵
足利義満らの主導により、熊野速
玉大社の各社に奉納された神宝の
うちの一つ

-12/25㊋

明
みょう

王
おう

像
ぞう

懸
かけ

仏
ぼとけ

　
伝和歌山阿須賀神社
経塚出土
室町時代・15世紀　
武吉道一氏寄贈

2019年1/22㊋-4/14㊐

蔵
ざ

王
おう

権
ごん

現
げん

立
りゅう

像
ぞう

　
鎌倉時代・12～13世紀
山岳修験で信仰された蔵王権現。
右脚を蹴りあげながら岩座に立つ
躍動的な姿が印象的

2019年1/2㊌-3/31㊐

◉片
かた

輪
わ

車
ぐるま

蒔
まき

絵
え

螺
ら

鈿
でん

手
て

箱
ばこ

　
平安時代・12世紀　→5ページ

2019年1/2㊌-4/7㊐

◎金
こん

銅
どう

火
か

焔
えん

宝
ほう

珠
じゅ

形
がた

舎
しゃ

利
り

容
よう

器
き

　
鎌倉時代・13～14世紀　
密教法具を組みあわせたシャープで
ソリッドな造形が魅力

-2019年2/17㊐

◉太
た

刀
ち

 伯
ほう

耆
き

安
やす

綱
つな

（名
めい

物
ぶつ

 童
どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

）
平安時代・10～12世紀
安綱は現在の鳥取県の刀工で、この太刀は安綱の代表作と
して著名です

○太
た

刀
ち

 長
おさ

船
ふね

景
かげ

光
みつ

鎌倉時代・延慶2年（1309）　宮腰巴夫氏寄贈

-12/25㊋

織
おり

部
べ

獅
し

子
し

鈕
つまみ

香
こう

炉
ろ

　
美濃　江戸時代・慶長17年（1612）
慶長17年（1612）の銘を持つ織部焼の
貴重な作例。どっしりと座る獅子が目
を引きます

2019年1/2㊌-3/17㊐

◎色
いろ

絵
え

月
げつ

梅
ばい

図
ず

茶
ちゃ

壺
つぼ

　
仁清　江戸時代・17世紀　
→5ページ

2019年1/2㊌-2/3㊐

天
てん

正
しょう

菱
ひし

大
おお

判
ばん

　
安土桃山時代・天正16年（1588）
大川功氏寄贈
当館自慢の大判小判コレクション。
特に天正菱大判は世に10枚とない
激レア品　→6ページ

万
まん

延
えん

大
おお

判
ばん

　
江戸時代・万延元年～文久2年（1860～62）　
大川功氏寄贈

-12/25㊋

◎九
きゅう

州
しゅう

沿
えん

海
かい

図
ず

（大
だい

図
ず

）  第九
江戸時代・19世紀
現在の宮崎県延岡市、日向市付近です

2019年1/2㊌-2/24㊐

江
え

戸
ど

城
じょう

本
ほん

丸
まる

大
おお

奥
おく

総
そう

地
ち

図
ず

江戸時代・19世紀
江戸城本丸のうち奥向きを示した絵
図。上方（北）に天守台があります

-2019年1/20㊐

脚
きゃ

絆
はん

北海道アイヌ　19世紀　
ウィーン万国博覧会事務局引継

盆
ぼん

北海道アイヌ　19世紀　
ウィーン万国博覧会事務局引継
土産品として作られた、動物の顔の
ようなデザインの丸盆です

-2019年1/20㊐

五
ご

節
せっ

句
く

落合芳幾筆　明治時代・19世紀
正月、弥生、端午、七夕、重陽の五
つの節句を描いて1年を寿ぎます

2019年1/22㊋-3/3㊐

◎弱
よろ

法
ぼ

師
し

下村観山筆
大正4年（1915）

吉祥模様の竹に
有職模様である立
涌。神々や高貴な
役にふさわしい

2019年1/2㊌-2/3㊐

聚
じゅ

楽
らく

第
だい

行
ぎょう

幸
こう

和
わ

歌
か

巻
かん

烏丸光広筆
江戸時代・17世紀
秀吉が後陽成天皇を聚楽第
に迎えた際の和歌会の記
録。烏丸光広晩年の筆跡

旧久留米藩藩士家伝来
江戸時代・18世紀
桐樹に住む鳳凰を
表わした吉祥模様
は武家女性の晴着

（3枚続のうち）

（部分）

（部分）

打
うち

掛
かけ

 白
しろ

綸
りん

子
ず

地
じ

貝
かい

桶
おけ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

（寿老図）
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本館 展
［12月～

＊ 12月10日（月）～2019年1月1日（火・祝）まで、  
本館2階「日本美術の流れ」は展示環境改善のため閉室し



教育普及事業

知る楽しみ、学ぶ喜び

講演会・ギャラリートーク・ガイダンス

講演会
月例講演会「漢

かん
時
じ
代
だい
の画
が
像
ぞう
石
せき
」

日時：12月1日（土）　13：30～15：00
講師：市元塁（東洋室主任研究員）
画像石は、神話や歴史故事などを表した建築資材で、宮殿や墳

ふん
墓
ぼ
の壁に用い

られました。最近の話題をまじえつつ、画像石の基礎をご紹介します。

月例講演会「『初
しょ
期
き
白
はく
磁
じ
』―白磁の始まりとその展開」

＊関連展示：本誌8ページ
日時：2019年1月12日（土）　13：30～15：00
講師： 佐藤サアラ（常盤山文庫主任学芸員）

三笠景子（平常展調整室主任研究員）
私たちの身近にあふれる白磁。その特殊な始まりについてお話しします。

＊会場は平成館大講堂、定員380名、聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
＊開場は開始の30分前（予定）

ギャラリートーク
斉
せい
白
はく
石
せき
の魅力 

日時：12月11日（火）　14：00～14：30　東洋館8室
講師：植松瑞希（出版企画室研究員）
花・鳥・虫・魚など、中国絵画の歴史の中で長く愛されてきたモチーフを、
斉白石がどのように自分らしく表現したのかご紹介します。

「イニ像浮
うき
彫
ぼり
」が伝える歴史

日時：12月18日（火）　14：00～14：30　東洋館3室
講師：小野塚拓造（平常展調整室研究員）
イニは、今から4000年以上前の古代エジプト古王国時代に活躍した貴族
です。彼が残した浮彫の図像、時代背景、史料的価値についてお話しします。

京
きょう
都
と
御
ご
所
しょ
　飛
ひ
香
ぎょう
舎
しゃ
（藤
ふじ
壺
つぼ
）の調

ちょう
度
ど

日時：12月21日（金）　18：30～19：00  本館14室
講師：猪熊兼樹（特別展室主任研究員）
平安時代の古

こ
制
せい
に基づき、復

ふっ
古
こ
調
ちょう
で製作された調度を紹介します。

古典の香り「祝
しゅく
賀
が
」

日時： 2019年1月18日（金）　18：30～19：00
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

講師：田邊留美子（登録室アソシエイトフェロー）
いにしえの祝賀の場にまつわる香りについてお話しします。また、復元した
王朝時代の薫

たき
物
もの
の香りをお楽しみいただきます。

密
みっ
教
きょう
の灌

かん
頂
じょう
用
よう
具
ぐ
について

日時： 2019年1月22日（火）　14：00～14：30  
本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

講師：伊藤信二（博物館教育課長）
師から弟子へと法

ほう
脈
みゃく
を伝える密教の師

し
資
し
相
そう
承
しょう
の儀式

「灌頂」で使われる仏具についてお話しします。

中国絵画にみる吉
きっ
祥
しょう
の世界

＊関連展示：本誌8ページ
日時：2019年1月29日（火）  14：00～14：30

東洋館8室
講師：植松瑞希（出版企画室研究員）

「歳
さい
寒
かん
三
さん
友
ゆう
」と称

たた
えられた松・竹・梅をはじめ、

中国絵画にあらわされた吉祥の意味を持つ
植物を紹介します。

東京藝術大学大学院インターンによるギャラリートーク
浅
あさ
井
い
忠
ちゅう
「グレーの秋」

日時： 12月15日（土）、20日（木）、
2019年1月16日（水）、20日（日）、23日（水）、25日（金）

解説： 岩井智子（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
本館18室
色彩と光の表現を中心に、浅井忠「グレーの秋」の魅力をご紹介します。

「色
いろ
絵
え
月
げつ
梅
ばい
図
ず
茶
ちゃ
壺
つぼ
」の魅力に迫る

＊関連展示：本誌5ページ
日時： 2019年1月11日（金）、18日（金）、26日（土）、30日（水）、

2月2日（土）、6日（水）
解説： 倉澤佑佳（美術研究科芸術学専攻 工芸史研究室）
本館13室
野
の
々
の
村
むら
仁
にん
清
せい
の「色絵月梅図茶壺」の魅力を、色絵と技法を中心にご紹介します。

落
おち
合
あい
芳
よし
幾
いく
「五
ご
節
せっ
句
く
」にみる江戸の文化

日時： 12月13日（木）、16日（日）、19日（水）、23日（日・祝）、
2019年1月9日（水）、17日（木）

解説： 神野有紗（美術研究科芸術学専攻 日本・東洋美術史研究室）
本館18室
落合芳幾による肉筆浮世絵「五節句」から、人々の暮らしを読み解きます。

「揺
よう
銭
せん
樹
じゅ
」にみる古代中国・四

し
川
せん
地域の死生観

日時： 12月12日（水）、22日（土）、25日（火）、
2019年1月10日（木）、12日（土）、24日（木）

解説： 廣谷妃夏（美術研究科芸術学専攻 工芸史研究室）
東洋館5室
「揺銭樹」に古代中国の人々が託した望みとその造形を読み解きます。

＊各回15：30～15：50

五感を使った美術体験

ワークショップ・ツアー　
［ウェブサイトフォーム］事前申込制

バックヤードツアー
「保存と修理の現場へ行こう」
文化財の保存と修理についての解説および修理室等のバックヤードツアーを
行います。関連展示や修理室、さらに大型CTスキャナーなど最新の分析機
器をご案内します。

日　　時： 2019年3月15日（金） 
14：00～16：30

定　　員： 60名程度
（応募者多数の場合は抽選）

参 加 費： 無料（ただし、高校生を除く
18歳以上70歳未満の方は、 
別途当日の入館料が必要）

申込方法：  当館ウェブサイトのフォームで
お申込みください。1回の入力で1名のみ申込可

申込締切：2019年1月31日（木）
お問合せ： TEL 03-3822-1111（代）  教育講座室
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＊ 事前申込プログラムにお申込みいただいた方には、当落に関わらずご連絡します。
　実施日の3日前までに受講可否の返答がない場合は、通信トラブルの可能性もあり
　ますので、各申込先にお電話でお問合せください。TEL：03-3822-1111（代）
＊各種催し物にご応募の際に提供いただいた個人情報は、当該の目的のみ使用させて
　いただきます。終了後はすみやかに破棄します。
＊インターネットからのお申込みができない方は、お電話でお問合せください。
＊ は「ヒアリングループ」対応、 は「UDトーク」対応のイベントです。

［往復はがき、ウェブサイトフォーム］事前申込制

アートスタジオ
子どもの勾玉作り
平成館考古展示室にある勾玉を見学した後に、滑石を加工してオリジナルの
勾玉を制作します。完成作品はお持ち帰りいただけます。

日　　時： 2019年2月3日（日） 13:30～15:30
会　　場： 本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）
対　　象： 小学3年生～中学生（保護者の見学可）　
定　　員： 20名程度（応募者多数の場合は抽選）
参 加 費： 無料（ただし、高校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館

料が必要）
申込方法： 当館ウェブサイトのフォームか往復はがきでお申込みください。

往復はがきの場合には、「往信用裏面」に（1）参加者全員（2名まで）
の氏名・ふりがな、学年、（2）参加者の郵便番号・住所（2名の場
合は、それぞれの住所）、（3）代表者の電話番号、（4）保護者が見
学の場合はその人数を、また「返信用表面」に代表者の郵便番号・
住所・氏名を明記のうえ、下記申込先にお送りください。

申込締切： 2019年1月7日（月）必着
申 込 先： 〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9 東京国立博物館 ボラ

ンティア室「2月3日勾玉作り」

お問合せ：TEL 03-3822-1111（代） ボランティア室

あなたの鑑賞をサポート

ボランティアによる事業
平成31年度ボランティア募集のお知らせ
平成31年（2019）4月から3年間の任期で活動するボランティアを約50名募集
します。

活動内容：来館者対応が中心。館内のご案内や体験コーナーの運営のほか、
職場体験の生徒さんとの活動、イベントやワークショッププログラムの補助、
スクールプログラムの実施などを行っています。さらに興味があれば、ガイ
ドツアーなども行うことができます。
条　　件： 18歳以上、月2回以上の活動ができること。そのほか、資格は必

要ありません。トーハクが好き、人と接するのが好き、前向きで
協調性のある方の応募をお待ちしています。

応募受付： 12月10日（月）～2019年1月10日（木）（17時必着。郵送のみ受付）
応募用紙は当館ウェブサイトからもダウンロードできます。

東博ボランティアデー（12月1日〈土〉・2日〈日〉）では、ボランティア活動を
紹介するツアーや、募集説明会を行います。お気軽にご参加ください。（高
校生を除く18歳以上70歳未満の方は当日の入館料がかかります）。

◆ボランティア活動紹介ツアー
時間： 各日10：30～11：30、13：30～14：30、15：00～16：00

（随時受付、ツアー時間は30分程度）
受付： 本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

◆ボランティア募集説明会
時間： 各日10：00～10：30、13：00～13：30、14：30～15：00、16：30～17：00
場所： 本館地下 みどりのライオン（教育普及スペース）

ミュージアムショップが
楽しいのは、お客様のご要望に
お応えしているからなんだね。
良いこと言ったらお腹が空いたほ。

クッキー食べよーっと！

 ミュージアムショップの
新商品はどう決まるほ？！

ミュージアムショップには、所蔵作品をモチーフにした魅力
的なグッズがたくさんあります。続々登場する新商品をどの
ように決めているのか、トーハクくんがミュージアムショップ
店長の齊藤さんにお話を聞きました。

東京国立博物館
協力会・
ミュージアムショップ
店長の齊藤さん

八橋蒔絵螺鈿硯箱缶入クッキー
1,080円（税込）

＊本館1階ミュージアムショップは、改修工事のため2018年12月10日（月）～ 22日（土）までお休みします

わーい！ トーハクのミュージアムショップはいつ来ても楽しいほー！

そう言っていただけて嬉しいです！

あ、齊藤さん、ちょうどいいところに！
たくさんグッズがあるけど、一体どれくらいの種類があるんだほ？

約2,000種類の商品を扱っています。
そのうち8割は、トーハクのショップでしか買えない商品なんですよ。

限定品がそんなにあるんだほ！　どんなグッズが人気なんだほ？

文具やお菓子、手ぬぐいは定番の人気商品ですが、最近は外国人のお
客様も多く、作品をあしらったＴシャツや扇子などが喜ばれています。

ほお～。ところで、新商品ってどんな風にして決まるんだほ？

お客様からのご要望がきっかけで商品化が決まるものもあります。
たとえばこの『はにわソックス』。当初
は大人用のものしかありませんでした
が、お客様から「こどもと一緒に履きた
い」というご要望をいただいて、こども
用の『こはにわソックス』も作りました。
それが今では人気商品になっています。

えっ！ そしたらボクの要望も聞いて欲しいんだほ！
ボクの絵柄のＴシャツを作って欲しいほ！

ああー、それは難しいです、ごめんなさい…！

ぐはあー！ ストレートにフラれたほおー！
でもどうしてそう言い切れるんだほ？

商品のラインナップは、お客様のニーズと客層を見て決定していま
す。Ｔシャツの購入者層は、圧倒的に外国人の方が主なので、その
客層に向けてお子様向けの可愛いキャラクターのＴシャツを販売
するのは難しいと判断したのです。

うえ～ん（ボクってそんなに人気ないんだほ…！）

でもねトーハクくん、以前大変好評で完売していた「ぬいぐるみストラ
ップトーハクくん」を、2019年に再度販売するために準備中なの。
これもお客様からのご要望にお応えした結果なんですよ。

えっ、ほんと？ 良かったー！ やっぱりボクって人気者なんだほ！

ミュージアムショップは、展示を見終わって、最後にお立ち寄りいた
だくことが多い場所です。グッズを手に取った時に、心に残った作品
や、楽しかった1日を思い出していただけるような、そんな商品づくり
ができるように心がけています。

カラーバリエーションも豊富！　
はにわソックス 432円（税込）、こはにわソックス 400円（税込）
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イベント＆インフォメーション

東京国立博物館では賛助会制度を設け、文化財の
購入・修理、調査研究・総合文化展・施設整備等の
充実に、幅広くご支援をいただいております。

◉ 年会費
入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）有効

〈団体〉 プレミアム会員　1000万円以上
特別会員　100万円／維持会員　20万円

〈個人〉 プレミアム会員　100万円以上
特別会員　20万円／維持会員　5万円

◉主な特典
特別展内覧会へのご招待 など
◉申込方法
当館窓口、当館ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

お問合せ　電話 03-3822-1111（代） 総務課賛助会担当

東京国立博物館賛助会のご案内

株式会社 東京書芸館 様
日本電設工業株式会社 様
株式会社 コア 様
大日本印刷株式会社 様
株式会社 毎日新聞社 様
株式会社 大林組 様
朝日新聞社 様
株式会社 ホテルオークラエンタープライズ 様
株式会社 ミロク情報サービス 様
読売新聞東京本社 様

株式会社 三冷社 様
株式会社 東京美術 様
株式会社 鶴屋吉信 様
日本通運株式会社 美術品事業部 様
株式会社 安井建築設計事務所 様
株式会社 ナガホリ 様
松本建設株式会社 様
株式会社 古美術藪本 様
謙慎書道会 様
近代書道研究所 様
日本畜産興業株式会社 様
インフォコム株式会社 様
学校法人 大勝院学園 様

特別会員 維持会員 団体

三菱商事株式会社 様
凸版印刷株式会社 様
公益財団法人 東芝国際交流財団 様
日本写真印刷コミュニケーションズ株式会社 様
日本ロレックス株式会社 様
サロン・ド・ソネット 様
TABIZURU FOUNDATION 様
株式会社 みずほ銀行 様
一般財団法人 東京国立博物館協力会 様

有限会社 システム設計 様
株式会社 インターネットイニシアティブ 様
株式会社 小西美術工藝社 様
有限会社 ギャラリー竹柳堂 様
株式会社 育伸社 様
株式会社 モリサワ 様
アミ開発有限会社 名古屋支店 様
光村図書出版株式会社 様
株式会社 資生堂 様
株式会社 グラスバウハーン・ジャパン 様
株式会社 デュナミス 様
キッコーマン株式会社 様
公益社団法人 創玄書道会 様

東京国立博物館賛助会員　2018年10月4日現在

朝陽書道会 様
一般社団法人 書芸文化院 様
株式会社 精養軒 様
株式会社 都市環境企画 様
全日本空輸株式会社 様
株式会社 清光社 様
一般社団法人 学士会 様
公益財団法人 書道芸術院 様
アズビル株式会社 様
セコム株式会社 様
株式会社 ニッセイコム 様
金剛株式会社 様
株式会社オカムラ 様

株式会社 GICジャパン 様
株式会社 ロイスダール 様
正筆会 様
はごろもフーズ株式会社 様
有限会社 くんカンパニー 様
公益財団法人 アダチ伝統木版画技術保存財団 様
エクスロン・インターナショナル株式会社 様
株式会社 目の眼 様
株式会社 前田酒店 様
株式会社 サザンプランニング 様

個人
プレミアム会員
岩間 良孝 様
井茂 圭洞 様
髙木 千鶴子 様
黒田 賢一 様
特別会員
永久 幸範 様
辻 泰二 様
谷川 紀彦 様
佐久間 基晴 様
井田 悦郎 様
大山 孝良 様
田中 三伊 様
田中 御津子 様
増山 育男 様
維持会員
伊藤 信彦 様
籔内 匡人 様
服部 悦子 様
岩沢 重美 様
高田 朝子 様
齋藤 京子 様
齋藤 邦裕 様
和田 喜美子 様
藤原 紀男 様
中川 俊光 様
関谷 徳衛 様
高橋 守 様
小澤 桂一 様

上久保 のり子 様
櫛田 良豊 様
長谷川 英樹 様
池田 孝一 様
木村 剛 様
観世 あすか 様
星埜 由尚 様
渡辺 章 様
稲垣 哲行 様
飯岡 雄一 様
髙瀬 正樹 様
寺浦 信之 様
髙木 美華子 様
吉原 知良 様
古屋 光夫 様
根田 穂美子 様
池嶋 洋次 様
是常 博 様
上野 孝一 様
山田 泰子 様
栄田 陸子 様
絹村 安代 様
臼井 生三 様
津久井 秀郎 様
杉田 純一 様
神通 豊 様
神通 豊一 様
石川 公子 様
永田 実香 様

西岡 康宏 様
友景 紀子 様
東野 治之 様
竹下 佳宏 様
野澤 智子 様
坂田 浩一 様
池谷 正夫 様
木谷 騏巳郎 様
渡久地 ツル子 様
汐崎 浩正 様
飯田 敬子 様
平井 千惠子 様
青山 道夫 様
小西 晫也 様
田中 望 様
三井 速雄 様
坂詰 貴司 様
吉田 靖 様
松本 雅彦 様
篠田 喜弘 様
片山 正紀 様
伊藤 喜雄 様
井上 雄吉 様
細川 要子 様
錦織 伸一 様
鈴木 幸一 様
秋元 文子 様
土師 詔三 様
鏡 賢志 様

野口 圭也 様
渡邊 雪絵 様
佐藤 禎一 様
田中 榮二 様
山口 隆司 様
原 一之 様
会田 健一 様
相良 多恵子 様
鈴木 徹 様
今里 美幸 様
加藤 孝明 様
伊佐 健二 様
軽部 由香 様
北川 洋子 様
木越 純 様
井上 保 様
田中 信 様
古川 晴紀 様
新関 日出夫 様
岩本 光雄 様
山本 隆幸 様
山上 知子 様
名取 幸二 様
増渕 信義 様
要 英範 様
安田 格 様
筑紫 みずえ 様
鳥山 玲 様
栗山 哲夫 様

法橋 建 様
榎本 享世 様
岡田 良雄 様
師田 久子 様
井茂 圭洞 様
髙味 良信 様
廣田 穰 様
杉山 恭規 様
笹森 美子 様
高橋 明子 様
小塚 泰博 様
星 八郎 様
星 弘道 様
西永 義久 様
田浦 宏己 様
山中 翠谷 様
荒木 章 様
関口 大志 様
栁村 衛 様
樺澤 剛志 様
小日向 志乃 様
松前 達郎 様
佐藤 貴士 様
横田 隆義 様
新保 幸男 様
中野 俊介 様
井出 宗則 様
土屋 和彦 様
碓田 榮一 様

加納 隼人 様
林 和人 様
清水 透石 様
野本 陽代 様
佐藤 芙蓉 様
青山 慶示 様
樋口 頴一 様
吉永 喜代子 様
竹原 鈴子 様
長嶋 益子 様
富山 仁美 様
髙山 真行 様
渡辺 婦美 様
鈴木 渓泉 様
今村 正 様
福武 正廣 様
竹内 和世 様
岡野 一昭 様
伊藤 彰信 様
小林 浩和 様
加藤 正叙 様
蔵口 真理 様
宮下 雅博 様
西村 裕紀子 様
田代 雅彦 様
昆 政彦 様
髙橋 薫 様
清田 志郎 様
佐野 淑子 様

中村 光宏 様
菅野 良子 様
中島 米治郎 様
田中 久丸 様
神田 靖男 様
森本 晃生 様
石飛 博光 様
清原 真里 様
角田 保行 様
三浦 基広 様
金光 真佐一 様
田辺 修一 様
水野 和良 様
竹内 明世 様
平田 恭之 様
武井 伸之 様
羽石 史生 様
長瀬 正行 様
前田 寿子 様
笠原 勉 様
黒河 英俊 様
廣瀬 敏章 様
北田 俊也 様
高見 康雄 様
岩本 みち子 様
堀川 佳津美 様
瀧本 篤 様
秋元 幸雄 様
中山 安弘 様

鈴木 健之 様
木村 則子 様
水田 渉子 様
吉原 剛一 様
本吉 丈夫 様
重田 綾子 様
五嶋 滋之 様
笹川 統 様
柴 啓介 様
岩佐 恵子 様
向山 裕子 様
田中 眞知子 様
髙田 明典 様
根岸 順 様
小野 透 様
竹中 洋介 様
脇 素一郎 様
本條 陽子 様
福井 一夫 様
石田 勝世 様
山神 英司 様
長井 真理 様
島谷 桂子 様
森本 文子 様
青木 勝重 様
牧 裕子 様
南 佳菜子 様
沖 斗南 様
北爪 由紀夫 様

伊藤 隆 様
周藤 寛幸 様
山見 勝彦 様
庄司 浩 様
三宮 信秀 様
大貫 健司 様
石井 延隆 様
佐々木 裕明 様
鶴谷 舞 様
原田 清朗 様
清水 延晏 様
横田 恭三 様
和田 文彦 様
加田 知佳乃 様
北山 卓 様
荒井 淳子 様
宮森 景子 様
田原 喬子 様
大山 仁 様
田島 ヨシ江 様
沼尻 昭 様
小森 義記 様
那須野 さや佳 様
土志田 嘉 様
本保 順子 様
佐藤 はるみ 様
面田 大介 様
佐藤 義昭 様
三上 昌宏 様

三浦 邦夫 様
近藤 雅美 様
粂田 啓一 様
箕田 好文 様
渕本 靖子 様
大類 泰郎 様
石堂 裕二 様
黒田 耕治 様
岩井 順一 様
菊池 伸彦 様
藤本 久子 様
青木 香織 様
染谷 克人 様
伊藤 翔司 様
平井 智春 様
田中 久仁恵 様
飯浜 修 様
椎名 功 様
大内 裕子 様
小澤田 真弓 様
小松 愛実 様
米山 眞満 様
酒井 淳 様
堀内 洋志 様
曽根 史恵 様
中村 将也 様
黒田 賢一 様
浪崎 俊充 様
塩崎 豊 様

茅野 俊秋 様
前田 祥吾 様
佐野 謙三 様
大久保 愼一 様
野村 和子 様
榊原 陽子 様
石井 利行 様
古家 惣一郎 様
安諸 茉莉子 様
内田 一博 様
梓澤 昂広 様
山﨑 益男 様
井上 美幸 様
林 大和 様
山脇 成啓 様
和田 佳奈子 様
荻野 美穂 様
長谷部 理恵 様
中村 俊之 様
柴田 博志 様
阿部 隆夫 様
宮崎 文子 様
麻生 正信 様
古瀬 敏 様
小川 悠介 様
井上 靖代 様
鈴木 絵美留 様
髙橋 康之 様
小山 美知子 様

夛賀 浩一 様
藤谷 康男 様
皆川 幸子 様
森山 節子 様
松浦 芳春 様
大西 史子 様
菅原 史詠 様
渡瀬 洋子 様
本澤 昌宏 様
荒木 駿 様
青木 茉莉花 様
加治 啓子 様
鈴木 智子 様
猿橋 正樹 様
小林 辰男 様
大浦 喜成 様
佐藤 宣雄 様
菊地 明子 様
大内 裕子 様
近藤 恵利加 様
西村 修一 様
秋田 光祥 様
松本 澄子 様
杉本 孝夫 様
秋葉 桂子 様

ほか174名、
2社、順不同

国際シンポジウム「世界の中の日本美術  
―オリエンタリズム・オクシデンタリズムを超えた日本理解―」

欧米や日本のミュージアムにおける日本美術の展示は、他国あるいは自国
としての「日本」を表しています。欧米のミュージアムの日本美術専門家と
ともに、博物館においてどのように日本美術を語るべきかを考えます。日
時：2019年1月18日（金）　10：00 ～ 17：  0 （開場9：30）　＊休憩あり
会場：平成館大講堂
発表者： アン・ニシムラ・モース氏（ボストン美術館）

ウィブケ・シュラーペ氏（ハンブルク美術工芸博物館）
矢野明子氏（大英博物館）
アイヌーラ・ユスーポワ氏（プーシキン美術館）
今井敦（当館学芸研究部調査研究課長）  　＊同時通訳付

定員：300名（事前申込制、先着順）　聴講無料
申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申込みください。
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当

12月10日（月）～2019年1月1日（火・祝）まで、本館2階「日本美術の流れ」
は展示環境改善のため閉室します。

休館・閉室情報

新春東博寄席2019

日時：2019年1月20日（日）　開場13：00　開演13：30
会場：平成館大講堂　出演：金原亭馬生、古今亭菊春ほか
料金：2,000円（全席自由）　＊当日はイベントチケットで総合文化展をご覧いただけます。
〈チケットのお求め方法〉
○当館正門チケット売場（窓口、開館日のみ）
○ローソンチケット（Lコード：34528）
TEL： 0570-000-407（10：00～ 20：00オペレーター対応）

0570-084-003（24時間自動音声、要Lコード）
○ウェブサイト：http：//l-tike.com/
○直接購入：ローソン・ミニストップ店頭Loppi
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当
＊月曜～金曜日の9：30～ 17：00（土日・祝休日、年末年始は除く）
＊イベントの詳細は当館ウェブサイトでご確認ください。

今年も年の瀬は1年間の感謝を込めて
12月23日（日・祝）、24日（月・休）、
25日（火）は、総合文化展が観覧無
料！　平成館や法隆寺宝物館などで、
無料でお楽しみいただけるコンサート
も開催します。1年の締めくくりをどうぞトーハクでお過ごしください。
東京国立博物館 感謝DAYクリスマスコンサート
日時：12月 23日（日・祝） 11：00、14：00、16：00

24日（月・休） 11：00、15：00
25日（火） 11：00、15：00（各回30分程度）

会場：平成館ラウンジ、本館エントランス、法隆寺宝物館エントランス
出演：12月   23日（日・祝）  インストゥルメンタル・アコースティック・デュオ 

ジュスカ・グランペール
24日（月・休） ソノダオーケストラ率いるピアニスト  園田 涼
25日（火） 韓国・ソウル出身のJ-POPシンガーソングライターK

料金：無料
協力：大和ハウス工業株式会社
お問合せ：TEL 03-3822-1111（代）　総務課イベント担当
＊月曜～金曜日の9：30～ 17：00（土日・祝休日、年末年始は除く）
＊2018トーハク感謝DAYイベントの詳細は当館ウェブサイトでご確認ください。

2018トーハク感謝DAY

ご来館
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東京国立博物館利用案内
開館時間：
9:30～17:00（入館は閉館の30分前まで）
● 金・土曜日は21：00まで
● いずれの場合も黒田記念館は17：00まで
休館日：
月曜日（祝・休日に当たる場合は開館、翌平日休館）
年末年始
（12月26日〈水〉～2019年1月1日〈火・祝〉）
● 12月25日（火）、2019年3月25日（月）は開館
＊ 特別展等の開催に伴い、開館時間及び休館日は変更になる
ことがあります。

● 12月10日（月）～22日（土）まで、本館1階ミュー
ジアムショップは改修工事のためお休みします。

総合文化展観覧料金：
一般＝620（520）円　大学生＝410（310）円
●（　）内は20名以上の団体料金
● 障がい者とその介護者1名は無料。満70歳以上、
高校生以下および18歳未満の方は無料
● トーハク感謝デー（12月23日〈日・祝〉～25日〈火〉）
は、総合文化展は観覧無料

東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、皆様のニーズに合わせて各種会
員制度をご用意しております。

友の会
 発行日から1年間有効
年会費　8,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を6枚配布、本誌の定期購読、
ショップ、レストラン割引等様々な特典があります。

メンバーズプレミアムパス
 発行日から1年間有効
年会費　一般5,000円、学生3,500円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。東京国立博
物館の特別展観覧券を4枚配布します。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
 発行日から1年間有効
年会費　一般2,000円、学生1,000円

【特典】 東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合
文化展・平常展を何度でも観覧可能。

ニュース会員
東京国立博物館ニュースの定期購読　
年会費　1,000円（6冊分）

【特典】 年6回東京国立博物館ニュースをご自宅に送付
いたします。メンバーズプレミアムパスとの同時申し込み
で100円割引。
＊次号よりご送付希望の場合、締切は2019年1月10日（木）です。

〇申込方法
1. 会員専用窓口
当館正門前の会員専用窓口で即日発行いたします

（現金またはクレジットカード）。
2. ウェブサイト
専用申込フォームからお申し込みください（クレ

ジットカードまたは郵便振替（振替用紙を送付））。
3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、プレミアムパス、4
館共通、ニュース）、②区分（一般、学生）③氏名
（ふりがな）、④郵便番号、⑤住所、⑥電話番号、
⑦年齢、⑧性別、⑨メールアドレス（メールマガ
ジン希望者のみ）を通信欄にご記入の上、下記
口座までお振替ください。
加入者名：東京国立博物館会員制度
口座番号：00140-3-791791
● 振込用紙の半券が領収書になります。有効期限
終了まで保管してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで2
週間程度かかります。
＊一度収められた料金の払い戻しはいたしません。
＊各種イベントのお申込みに際してご提供いただいた個人情
報は、当該目的にのみ使用させていただきます。当館は個人情
報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽
くします。

◉お問合せ
電話03-3822-1111（代）総務課会員制度担当
＊月曜～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

FAX 03-3821-9680

最新情報は、
ウェブサイト、Facebook、Twitter、
Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト　
https://www.tnm.jp/

特別展「国宝 東寺－空海と仏像曼荼羅」チケットプレゼント

特別展「国宝 東寺－空海と仏像曼荼羅」（2019年3月26
日〈火〉～ 6月2日〈日〉→2ページ）無料観覧券（10組
20名様）をプレゼントします。締切は2月12日（火）必着。
＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、年齢、
ならびにこの号で一番おもしろかった記事をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は発送をもって替えさ
せていただきます。
〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース12-1月号」プレゼント係

①「明治時代の興福寺における仏像の移動と現所在地
について ―興福寺所蔵の古写真をもちいた史料学
的研究―」
山口隆介（奈良国立博物館学芸部主任研究員）
宮崎幹子（奈良国立博物館学芸部資料室長）

②「《資料紹介》愛媛・如法寺  木心乾漆造毘沙門天立像」
岩田茂樹（奈良国立博物館学芸部上席研究員）
お問合せ： 当館ミュージアムショップまたは

中央公論事業出版（TEL：03-5244-5723）
定価：1,543円（税込）

『MUSEUM』676号（2018年10月15日発行）の掲載論文

■VR作品『風神雷神図のウラ　―夏秋草図に秘めた想い―』
2019年1月2日（水）～3月24日（日）

自然に翻弄され、雨に濡れ風に揺れる繊細
な草花。風の音すら聴こえるような一瞬を
切り取った「夏秋草図屛風」を描いたのは、
江戸時代後期に活躍した絵師、酒井抱一。
抱一晩年の最高傑作である「夏秋草図屛
風」は、実はある屛風の“ウラ”に描くよう依
頼された作品であることをご存じでしょうか。その屛風とは、抱一が長年憧れを
抱き、自らの絵画制作の師と仰いだ名匠の手によるものでした。抱一はどのよう
な想いを込めて、その裏側に「夏秋草図屛風」を描いたのか。バーチャルリア
リティならではの視点で、オモテとウラの関係性に隠された秘密を探ります。
料金： 一般・大学生・高校生500 円、小学生・中学生：300円、未就学児、

障がい者とその介護者1名は無料（1作品／1回あたり）
＊総合文化展とセット購入で一般：1,000円／大学生800円
＊所要時間は約35分です。鑑賞には当日の予約が必要です。
＊演目・スケジュールは都合により変更になる場合があります。
＊ 詳細はウェブサイト（http://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

TNM & TOPPANミュージアムシアター

表紙：◉古今和歌集（元永本）下帖（部分）　平安時代・12世紀　三井高大氏寄贈 ／ 唐織  緑紅茶段青海波花熨斗扇夕顔模様（部分）　上杉家伝来　江戸時代・18世紀15

理想の図録
小学生のころ初めて読んだ展覧会図録は
『縄文人展』。当時盛んだったデパートの
展覧会で、本も小型で薄め。遮光器土偶や土器の形に心惹かれ、漢
字の読みやことばの意味を調べながら読んだのを覚えています。現在
当館では、年間約 7冊もの図録を制作しています。そのすべての内
容を、最低で 5～ 6回読み通しますが、私には少し難しく感じるもの
もあります。いつか、飛び出す絵本や 3D画像が見られるような、子
どもにもわかりやすくて楽しい図録を作ってみたいと夢想しています。
皆様の理想の図録もお聞かせいただけたら幸いです。

（出版企画室長・松尾美貴）

トーハクの

つ ぶ やき

膨大な量の図録の校正紙とにらめっ
こする毎日です
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新春イベント＊3

4
金

夜間開館（21:00まで） 

5
土

夜間開館（21:00まで）　 11:00　 14:00

6
日

14:30

7
月

休館日

8
火

11:00

9
水

14:00
「落合芳幾『五節句』にみる江戸の文化」15:30 本館18室

10
木

11:00　
「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地域の死生観」15:30 東洋館5室

11
金

夜間開館（21:00 まで）　 14:00　 
「『色絵月梅図茶壺』の魅力に迫る」15:30 本館13室

12
土

夜間開館（21:00まで）　 「『初期白磁』―白磁の始まりとその展開」13:30 平成館大講堂　
13:00  14:30  「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地域の死生観」15:30 東洋館5室

13
日

13:00　 14:00　 15:00

14
月・祝

15
火

休館日

16
水

「浅井忠『グレーの秋』」15:30
本館18室

17
木

14:00　 15:00　
「落合芳幾『五節句』にみる江戸の文化」15:30 本館18室　

18
金

夜間開館（21:00まで）  「古典の香り『祝賀』」18:30 本館地下教育普及スペース　
11:00  「『色絵月梅図茶壺』の魅力に迫る」15:30 本館13室   国際シンポジウム「世

界の中の日本美術―オリエンタリズム・オクシデンタリズムを超えた日本理解―」 10:00＊4

19
土

夜間開館（21:00まで）　 11:00　 14:00

20
日

11:00　 11:00、13:00　 14:00　 14:30　　
「浅井忠『グレーの秋』」15:30 本館18室　新春東博寄席2019 13:30＊5

21
月

休館日

22
火

「密教の灌頂用具について」14:00 本館地下教育普及スペース

23
水

「浅井忠『グレーの秋』」15:30 本館18室

24
木

14:00　
「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地域の死生観」15:30 東洋館5室

25
金

夜間開館（21:00まで）　
「浅井忠『グレーの秋』」15:30 本館18室

26
土

夜間開館（21:00まで）　 13:30　
「『色絵月梅図茶壺』の魅力に迫る」15:30 本館13室

27
日

【顔真卿】席上揮亳＆トーク「古典を受け継ぐ現代の書－世代をつなぐ筆墨の美－」
14:00 平成館大講堂　 11:00　 15:00

28
月

休館日

29
火

「中国絵画にみる吉祥の世界」14:00 東洋館8室

30
水

「『色絵月梅図茶壺』の魅力に迫る」15:30 本館13室

31
木

 ＝月例講演会等、詳細は本誌12ページ
 ＝ギャラリートーク、詳細は12ページ
 ＝ワークショップ、詳細は当館ウェブサイト
 ＝ 託児サービス実施日（12：30～15：30、12月23日・24日・25日のみ10：00～13：00、14：00～17：00）
事前予約制　有料

 ＝ ボランティアによるアートスタジオ　（申込は締め切りました）　詳細は前号13ページ
 ＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる浮世絵ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる陶磁ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる彫刻ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる樹木ツアー、集合：本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる考古展示室ガイド、集合：平成館考古展示室入口 

 ＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、集合：法隆寺宝物館１階エントランス
 ＝ ボランティアによる応挙館での茶会、集合：本館1階エントランス 
（9：30から集合場所で整理券配布、参加費500円、各回先着15名）

 ＝ ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合：本館1階エントランス 
（9：30から集合場所で整理券配布、先着18名）

 ＝ボランティアによる英語ガイド（日本美術の流れ）、集合 :本館1階エントランス
 ＝ボランティアによるたてもの散歩ツアー、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる近代の美術ガイド、集合：本館1階エントランス
 ＝ボランティアによる刀剣・武士の装いツアー、集合 :本館1階エントランス
 ＝ ボランティアによる東洋館ツアー、集合場所 :東洋館1階エントランス（12月のボランティア
デーは「世界遺産の旅」、それ以外は「仏像の旅」、1月は「東洋館ハイライト」をご案内します）

 ＝藝大大学院インターンによるギャラリートーク（詳細は本誌12ページ）
※屋外で実施するツアー･ガイドは雨天の場合中止することがあります

【顔真卿】＝特別展「顔真卿 王羲之を超えた名筆」関連事業。申込は締め切りました　＊1＝有料イベント。詳細は当館ウェブサイト　＊2＝詳細は14ページ　＊3＝「博物館に初もうで」関連イベント（→4ページ）
＊4＝事前申込制。詳細は14ページ　＊5＝有料イベント。詳細は14ページ

（2/24まで）

1
土

夜間開館（21:00まで）　 「漢時代の画像石」13:30 平成館大講堂　
東博ボランティアデー　 10:00　 10:50　 11:00　 11:00

11:30　 12:20　 13:00　 13:30 14:00　 15:00　 15:40

2
日

3
月

休館日

4
火

11:00

5
水

6
木

11:00　 14:00

7
金

夜間開館（21:00まで）　 15:00

8
土

夜間開館（21:00まで）　 14:30　
「トーハク劇場へようこそ！」11:00、14:00 法隆寺宝物館

9
日

13:00　 14:00　 15:00
「トーハク劇場へようこそ！」11:00、14:00 法隆寺宝物館

10
月

休館日

11
火

「斉白石の魅力」14:00 東洋館8室

12
水

「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地域の死生観」15:30
東洋館5室

13
木

11:00　
「落合芳幾『五節句』にみる江戸の文化」15:30 本館18室

14
金

夜間開館（21:00まで） 

15
土

夜間開館（21:00まで） 11:00　 15:00
「浅井忠『グレーの秋』」15:30 本館18室　♪クリスマスコンサート　15:00＊1

16
日

11:00　 11:00、13:00　 14:30　
「落合芳幾『五節句』にみる江戸の文化」15:30 本館18室

17
月

休館日

18
火

「『イニ像浮彫』が伝える歴史」14:00 東洋館3室　
11:00

19
水

「落合芳幾『五節句』にみる江戸の文化」15:30 本館18室

20
木

15:00　 「浅井忠『グレーの秋』」15:30 本館18室

21
金

夜間開館（21:00まで）　
「京都御所　飛香舎（藤壺）の調度」18:30 本館14室　 11:00

22
土

夜間開館（21:00まで）　
「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地域の死生観」15:30 東洋館5室

23
日・祝

2018トーハク感謝DAY　総合文化展無料観覧日　 15:00　 「落合芳幾『五節句』にみる
江戸の文化」15:30 本館18室  ♪感謝DAYクリスマスコンサート 11:00、14:00、16:00＊2

24
月・休

2018トーハク感謝DAY　総合文化展無料観覧日
♪感謝DAYクリスマスコンサート 11:00、15:00＊2

25
火

2018トーハク感謝DAY　総合文化展無料観覧日　 「『揺銭樹』にみる古代中国・四川地
域の死生観」15:30 東洋館5室　♪感謝DAYクリスマスコンサート 11:00、15:00＊2

26
水

休館日

27
木

休館日

28
金

休館日

29
土

休館日

30
日

休館日

31
月

休館日

東博ボランティアデー  10:00  10:30  11:00、13:00
11:20  12:00  12:00  12:40  13:30  14:30  15:10  15:50

特別展「顔真卿　王羲之を超えた名筆」

博物館に初もうで

東京国立博物館12月-1月の展示･催し物 2019・12018・12

特別展「マルセル・デュシャンと日本美術」
特別展「快慶・定慶のみほとけ」

秋の庭園開放

特別企画「斉白石」

15:00




